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研究課題名 
１級品真珠生産量向上のための産学連携事業 -黒変病の全国被害調査と原因細菌の

ゲノム解析- 

研究の概要 

装飾品として世界的に非常に高い評価を得ており, 輸出品として日本の重要な産業に

位置付けられている「アコヤ真珠」の 1 級品真珠生産量の増加と安定供給を最終目的と

する。本研究では, 日本の真珠生産の約 9割を担う長崎・愛媛・三重に拠点を置く養殖業

界大手 3 社と連携し, 低品質真珠「ドクズ珠」の形成や母貝の斃死の原因となる‘黒変

病’について, 被害状況の本格的な調査を初めて行う。その一方で, 本疾病は新種の

Tenacibaculum sp. Pbs-1 株が母貝に感染することで引き起こされることを特定した (平

成 29 年度ほくぎん若手研究助成採択研究)。そこで, 次世代シークエンサーを用いて

Pbs-1 株の全ゲノム配列を明らかにし, 遺伝子のアノテーションを行う。そして得られた

結果をもとに, 養殖業者が使用できる簡便で迅速な細菌検出キットの開発に繋げる。 

研究の成果 

殻黒変病被害状況：日本の真珠生産の約 9 割を担う長崎・愛媛・三重に拠点を置く養殖

業界大手 3 社と連携し, 右殻と左殻のそれぞれ約 100 枚ずつの調査を行った。その結

果、全ての県で左殻での発生頻度が有意に大きくなった ( p < 0.0001)。このような結果

は, 現在最も汎用されている母貝 2 個体の右殻同士を抱き合わせて養殖する方法に起

因し、左殻が右殻よりも外界に接している期間が長いため発生頻度が有意に大きくなっ

たものと考えられた。また, 各県の死貝における黒変個体の割合は, 長崎県が約 60%, 

愛媛県が約 25%, 三重県が約 30%だった。2016 年の調査では, それぞれ約 45%, 約 30%, 

約 35%だったことから, 2 年前と比べて同程度かやや増加していることが明らかになった。

しかし, 同一県内においても養殖地域によって殻黒変病の発生頻度に有意な差 ( p < 

0.0001) があることから, 今後も継続的に調査を行い, 養殖環境と殻黒変病発症の関係

を明らかにしていくことが必要だと考えられた。また, 本症例は日本だけでなく中国やベト

ナムでも見られているため, 世界的な調査も必要である。そのために, 本研究期間中に

中国海洋大学の Qingheng Wang 准教授と連携関係を結ぶことができた。 

殻黒変病の原因細菌 Tenacibaculum sp. Pbs-1株の全ゲノム配列の解析：養殖業者

が使用できる簡便で安価な Tenacibaculum sp. Pbs-1 株の感染検出キットの開発や

アコヤガイに対する毒性メカニズム解明の第一歩として, 次世代シークエンサー

Hiseq を用いた Pbs-1 株のゲノム配列の解析を行った。その結果, Pbs-1 株の全ゲ

ノム配列を解析することに成功し, 総塩基数は 3,355,984bp, GC 含量は 31.8%だっ

た。さらに, 検出された遺伝子のアノテーションとゲノム解析ソフト Artemisを用

いて環状ゲノムマップを作製した。また, 近縁種の遺伝子とアライメントをするこ

とで, 菌種によって配列の変化が大きい internal spacer region に Pbs-1 株特異

配列を見出し, 1 組のプライマー (specific primer F: CAGCGAATCTAGCTTGCTAG と

specific primer R: TATCTCTAGGCATTGCCCAG) を作成した。今後, このプライマー

を使用した Pbs-1株特異検出法の開発を行う。 
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受賞歴 

1.  平成 30 年度 クリタ水・環境科学研究優秀賞 

経費の執行

状況 

区分 執行額（円） 備考 

〇 ゲノムドラフト解析 

〇 原核遺伝子予測 

〇 微生物ゲノム配列

フィニッシング解析 

〇 消耗品 

572,400 

162,000 

162,000 

 

3,600 

計 900,000 

 

 


